
ホワイトバーチ材のちょっとアンティークなキッチンの製作について 

今までは、ホワイトバーチ材をガラス塗料やウレタンクリヤーの生地色にてキッチン、リビングボー

ド等を製作してきましたが、今回は、ミディアムオーク色に近いちょっとアンティークな仕上がりに

なる自然塗料で仕上げることになりました。 

今回のこだわり 

１． シンクを人工大理石とする。 

２． 扉、引き出しの前板は無垢材、さらにエンドパネルも無垢材で羽目板風の仕上げとする。 

３． ツマミは支給品とする。 

４． 引き出しはソフトクロージングタイプで LAMP 4070を使用する。 

  但し、スパイスラック部はハーフェレーを使用する。 

以上より製作図は下図のようになりました。 
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 採寸時の現場状況です。 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  エンドパネル側 配管、配線状況です。 
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人工大理石天板裏側です。シンクも人工大理石です。 

 

 
    スパイスラック：ハーフェレー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 レンジ下：引き出し収納 

 その上に可動棚 

 

 
 レンジ横：3段引き出し収納 

 

 

 

 



 キャビネット前面状況です。 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
デュポン シンク：900J 専用排水セットです。 

 本当にコンパクトな排水セットで 

 シンク下のスペースが有効に利用  

 できます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 人大天板：デュポン グラーサベージュ 

 人大シンク:デュポン 900J 

 直線の中にちょっと丸みのある触れたくな

るようなフォルムです。 

 この人大の色の違いもお洒落な感じがしま

す。 
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 天板人工大理石部仕上がり全景です。 

 キッチンの笠木ともうまく収まりました。 
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                無垢エンドパネル部:羽目風の仕上がりです。 

 3*3の溝が入っています。 

 ホワイトバーチ材がカラーリング次第でちょっと 

ちょっとアンティーク調に仕上がっています。 

  

 

 

 

 

 

 
キッチン全景です。 

この白いツマミ映えますね。 

 

 

 

  



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

背面収納は大工さん

が集成材で製作しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
今回のホワイトバーチのキッチンはカラーリングによりリビングの色合いに溶け込んでうまく収ま

りました。 

今回のホワイトバーチのキッチンはカラーリングによりリビングの色合いに溶け込んでうまく収ま

りました。 
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